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■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯
編
集
後
記

Q
今
月
号
は
祭
り
の
ス
ナ
ッ
プ
を
特
集
し

て
み
ま
し
た
。
ス
ナ
ッ
プ
を
見
る
た
び
に

そ
の
時
の
盛
り
上
が
り
や
楽
し
さ
、
久
々

に
取
材
に
訪
れ
た
祭
り
で
遇
っ
た
旧
友
な

ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

Q
み
な
さ
ん
は
ど
の
様
な
祭
り
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
？
ス
ナ
ッ
プ
で
振
り
返
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
英
）

S

今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
！
夏
好
き
の
私
も

例
年
に
な
く
、
取
材
な
ど
で
真
っ
黒
に
な
り

ま
し
た
。
菊
鹿
の
夏
祭
り
で
の
昼
間
の
サ
ッ

カ
ー
Ｐ
Ｋ
大
会
は
あ
の
気
温
の
中
た
い
へ
ん

盛
り
上
が
り
ま
し
た
し
、
灯
籠
ま
つ
り
で
の

花
火
も
た
い
へ
ん
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

S

今
年
は
取
材
と
い
う
立
場
で
カ
メ
ラ
の
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
祭
り
を
見
た
の
で
す
が
、

ど
こ
の
祭
り
で
も
、
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な

笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

祭
り
ス
ナ
ッ
プ
特
集
。
写
真
か
ら
祭
り
の
模

様
が
少
し
で
も
感
じ
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。

（
和
）

６代持直の時に隈部姓になったといわれています。館は16世紀
に構築され、数代を経て現在残る規模の館として完成されたも
のと考えられています。しかしながら生活遺物の出土が少ない
事などにより、比較的短い期間しかその営みが行われなかった
のかもしれません。当時の隈部氏は親永（27代）の代（現在の
ＮＨＫ大河ドラマ「功名が辻」と同時代）で、永禄２年（1,559）
に当時の隈府城主の赤星道雲を合瀬川

あわせがわ

（現在の菊鹿温泉の辺り）
で戦い撃滅し、その勢力を失わせ天正６年（1,578）に隈府城主
となっています。その後隈
部氏は隈府城に移るのです
が、この時に隈部城の建物
一切を解いて隈府へ移した
のではないかと故桑原憲彰
先生は書いておられます。
このあと天正15年に秀吉が九州を統一するまでは肥後のもっ
とも勢力のある家系であったのですが、肥後に入国した佐々成
政と肥後の国衆一揆の中心人物となって戦い、翌年５月に隈部
氏は柳川の地において亡くなりました。ここに旧肥後の中世勢
力は完全に一掃されたのでした。

隈部館跡
く ま べ や か た あ と

（菊鹿町上永野）

闍木　恵伸さん
内田校区

連載第13回

あんずの丘を東側に下り、下永野の集落を抜けると遠くの山腹
に隈部館跡が見えてきます。旧道沿いの疋田

ひきだ

からが上永野地区で、
疋田から構口

かまえぐち

という集落に入ると関所跡のような小広場があり、
以前はここで正月の15日夜、
綱引きが行われていました。
一面に敷いたわらの上で作っ
たばかりの大縄を引っ張りあ
いして、とても楽しく遊んだ
事が思い出されます。
ここからが隈部館の城下町の始まりで、これよりほぼ直線状に
北上すると、造音寺

そ う じ

、勢中
せいちゅう

、小路
く じ

、高池
たかいけ

と標高（構口が約100ｍ、
館跡が約350ｍ）を上げながら隈部館跡へと割合広い舗装道路が
続いています。現在館跡には一族を祀る隈部神社と数棟分の礎石
群、そして泉水跡のある室町期の庭園が残っています。隈部館周
辺は広い駐車場やトイレも整備され、桜やつつじの頃は訪れる人
も多いようです。館跡は扇状山腹の中腹にあり当時はかなり遠く
からも眺めることができたと思われ、遠景はさながら緑中に浮か
ぶ空中都市のようにも見えたのではないでしょうか。館跡に立て
ばそこからの眺めはすばらしく、菊鹿平野から金峰山、普賢岳ま
で眺めることができます。後ろには猿返し山、米の山があり、そ
の頂にも砦跡があってこの館を守っていました。
隈部氏は山鹿温泉と非常にかかわりの深い宇野親治の子孫で、

今回の紹介者 文化財協力員(菊鹿地区）

青木　英二さん
六郷校区

中原　公敏さん
城北校区

隈
部
館
か
ら
の
眺
望

▲隈部館跡の礎石群

▲隈部館　構口広場

▲

人口　　59,375（＋12）
男　　28,054（＋４）
女　　31,321（＋８）
世帯数　20,869（＋13）
７月末現在（前月末比）

広広
報報

9/１ September

題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

佐
藤
　
玲
誠
さ
ん

（
城
北
小
１
年
）

2006（平成18年）

おもな内容

No.37

＊教育基本計画
＊夏まつりスナップ
＊まちの話題
＊バスの駅ミニ特集
＊案内板

２～３p
４～６p
７～９p
10～11p
18～21p

８月５日の「きくか夏まつり」、
12日～14日の「招魂祭」、そして
15日・16日の「山鹿灯籠まつり」。
それぞれの地域でそれぞれの特徴
ある祭りが開催されました。
（４～６ページに関連記事）
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教育基本計画情報

昨
年
「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
基
本
構
想
を
ま
と
め
て
あ
る
の

に
、
な
ぜ
「
教
育
基
本
計
画
」
が
必
要
な
の
で
す
か
。

「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
つ
大
き
な

柱
で
す
。
こ
の
教
育
基
本
計
画
は
、
基
本
テ
ー
マ
「
人
・
は
ぐ

く
む
」
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
に
よ
り
、
大
学
と
も
連
携
し
策
定
す
る
も
の
で
す
。
計
画

期
間
を
５
年
間
と
し
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
明
確

に
し
て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
ろ
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
「
人
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
ん
な
方
法
で
市
民
が
参
加
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

７
・
８
月
に
か
け
て
、
市
内
小
学
校
３
校
・
中
学
校

４
校
の
児
童
生
徒
約
230
人
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
聞
き
取
り
調
査
）
を
し
ま
し
た
。
市
民
の
方
々
に
は
、「
公

民
館
」「
地
域
教
育
力
」「
生
涯
学
習
」「
青
少
年
健
全
育
成

「
ス
ポ
ー
ツ
育
成
」「
文
化
育
成
」「
文
化
財
保
護
」「
Ｐ
Ｔ
A
」

「
教
育
関
係
外
」
の
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
分
野
）
で
、
各
６

地
域
で
実
施
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
地
域
教
育
力
」
の
グ
ル

ー
プ
で
は
、
学
校
評
議
員
、
幼
稚
園
・
保
育
園
保
護
者
、

幼
・
小
・
中
学
校
教
諭
、
老
人
会
・
地
域
人
材
バ
ン
ク
、
自

治
会
長
、
住
民
活
動
参
加
者
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
教

育
関
係
以
外
も
含
め
多
彩
な
方
々
を
対
象
に
、
地
域
ご
と
に

約
50
グ
ル
ー
プ
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
や
有
識
者
、
市

民
代
表
か
ら
な
る
策
定
委
員
会
を
設
け
、
市
民
の
意
見
を
反

映
し
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
は
い
つ
出
来
て
、
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
る
の

で
す
か
。来年

３
月
に
策
定
予
定
で
す
。
計
画
の
実
行
は
、
行

政
の
各
分
野
を
は
じ
め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
、
ひ
い
て
は

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
と
あ
い
ま
っ
て
は
じ
め
て
実
現
す

る
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
各
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
出
た
意
見
の
集
約
や

検
討
過
程
な
ど
、「
広
報
や
ま
が
」
を
通
じ
て
積
極
的
に
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
教
育
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
10
月
に
は
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
そ
の
後
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
日
時
に
つ
い
て
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
参
加
・
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
せ
は
教
育
総
務
課
へ
　
　
　
1
43
‐
１
６
３
８
　

～教育は共育　共育は地域の未来づくり～
８月１日、鹿本生涯学習・健康センターで、熊本大学教育学部教授：鳥飼
香代子氏を迎え、「山鹿市教育基本計画策定講演会」を開催しました。教育
委員会職員や教育関係者など250人が参加。
講演に先立って中嶋憲正市長が、「教育基本計画策定は県下で初めての取
り組みと聞いている。この計画が将来の山鹿市をつくっていくんだという気
概をもって、市民総出で取り組んで欲しい」とあいさつ。鳥飼教授は「教育
計画づくりを通して､地域の未来をつくる」と題して講演。氏は、社会の閉
塞感や少子高齢化社会と人口減少、国・地方公共団体の財政危機がさけばれ
る時代にあって、青年が夢を持ちにくい・いじめや不登校、家庭教育力の低
下など教育の危機であることを説明。さらに、教育は共育、共育は地域の未
来づくりであるとして、新しい市民の一体感をつくりだす機会につながる、
市民参加型の教育基本計画づくりの必要性・重要性を力説しました。

ＱＱ

ＱＱＱＱ

ＱA

ＱAＱA

〜〜
地地
域域
かか
らら
のの
教教
育育
改改
革革
〜〜

山
鹿
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
、「
人
・
は
ぐ
く
む
」
を
基

本
テ
ー
マ
に
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
主
要
施
策
と
し
て
、「
生
き
る
力
を
育
む

人
づ
く
り
」「
家
庭
や
地
域
を
愛
す
る
人
づ
く
り
」「
健
康
と
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人
づ
く
り
」「
文
化
や
歴
史
に
親
し
む
人
づ

く
り
」
の
４
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
、

教
育
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
づ
く
り
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
あ
る

い
は
各
種
団
体
・
組
織
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
市
民

の
ご
意
見
・
声
を
も
と
に
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
基
本
計
画
策
定
に
向
け

始
ま
り
ま
し
た

た
く
さ
ん
の

を
聞
く

声声

人・はぐくむ　
教育基本計画策定に向けて～　　その1
編集：山鹿市教育基本計画専門部会（広報班）

～もっと　遊ぶ時間がほしいな～
７月１８日、山鹿小学校を皮切りに「小学生ヒアリ
ング」が始まりました。５年生の３０人が参加し、同
校の図書室で行われました。
普段よく遊んでいる場所探しでは、よく遊ぶ場所を
地図上に書き込み、何をしているかをシールに書き、
張り込んでいきます。友達の家でゲーム、虫取り、川
遊び、運動場でスポーツ、家で読書など、さまざまな
意見が聞かれました。また、生活調査では、家族のこ
と、地域のこと、祭りやイベント、まちや学校の自慢
について、発表してもらいました。まちの自慢につい
ては、山鹿灯籠、温泉、古墳、八千代座などがあがり
ました。ヒアリングを通して、子どもたちの日常や願
いが見えてきました。

～まちの自慢は　鹿本のうちわ～
７月２７日、鹿本中学校で行われた「グループヒアリ
ング」には、２年生２７人が参加しました。
居場所調査では、普段行く場所や、小学生のときよく
遊んだ思い出の場所を地図にシールや色鉛筆で図示。そ
の後、そこで何をしたかをシールに書き、地図上に張り
込んでいきました。友達の家や自宅でゲームやテレビ、
コンビニ、学校の運動場などなど。子どもたちが普段よ
く行く場所や遊びの種類などが見えてきました。次の生
活調査では、「将来、自分のまちがどのようになって欲
しいか」の問いに、「遊園地が欲しい」「ショッピングセ
ンターがほしい」「自然がいっぱい残って欲しい」など
具体的な意見も聞かれました。また、「まちの自慢は」
の質問に対しては、鹿本のうちわという意見が多く出さ
れました。最初は少し緊張気味だった子どもたちでした
が、徐々に慣れ、たくさんの意見を発表してくれました。

見えてきた　
子どもたちの日日常常や思思いい

▲市民参加型の教育基本計画づくりの必要性・重要　
性を力説する鳥飼教授

▲「自分の意見も言えて、みんなの考えていることもわかってよかった」

「楽しかった」と感想を話してくれた山鹿小学校のヒアリング

▲「どんなまちになってほしいか」などの質問に、元気よく
たくさんの意見を出してくれた鹿本中学校のヒアリング

▲ヒアリングをした熊本大学教育学部の学生と笑顔で…内田小学校の子どもたち

学生は「子どもたちが地域のことをよく知り、考えていると感心した」と感想を語っていました
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特集まつりスナップ（山鹿灯籠まつり）

▲色とりどりの浴衣をまとった少女灯籠踊り

▲景行天皇奉迎の儀式

▲ 勇壮な山鹿太鼓

主
は
山
鹿
の

骨
な
し
灯
籠

よ
へ
ほ
　
よ
へ
ほ

骨
も
な
け
れ
ど

肉
も
な
し

よ
へ
ほ
　
よ
へ
ほ

山
鹿
灯
籠
は

夜
明
か
し
祭
り

よ
へ
ほ
　
よ
へ
ほ

町
は
火
の
海

人
の
波

よ
へ
ほ
　
よ
へ
ほ

古式台灯▲

▲

初めて参加した東海熊本県人会

▲

大
宮
神
社
で
の
奉
納
灯
籠
踊
り

▲奉納された灯籠は大宮神社の燈籠殿に展示されます

体
育
館
に
並
べ
ら
れ
た
金
灯
籠
　
静
か
に
出
番
の
時

を
待
ち
ま
す
　

▲

男衆に担がれて灯籠が
大宮神社に奉納される
上がり灯籠

▲
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

特集まつりスナップ（きくか夏まつり・招魂祭‘鹿本’）

▲アロサウルスの大きさにびっくり!「歯がいっぱいあるばい!」

山鹿市立博物館では夏休み企画「化石の中の恐竜や昆
虫たち展」が開催されています。天草市立御所浦白亜紀
資料館所蔵のアロサウルスの頭部レプリカをはじめ、珍
しい化石や山鹿市で発掘された菊鹿町相良と鹿北町星原
の植物化石のコーナーなど、見て触れて体験できる催し
です。
川辺保育園の園児も化石に触っては「ここに貝があ

る！」と興味津々。生きた化石コーナーのトカゲや魚の
水槽の前では特に熱心に観察していました。
この企画展は９月３日まで山鹿市立博物館で開催され

ています。

恐竜の世界へタイムスリップ　　　
…化石の中の恐竜や昆虫たち展
山鹿市立博物館 ９月３日まで

平成６年より鹿本地区では、中国江蘇省無錫市および無錫
市第１中学校（日本では高校にあたります）と中・高生の交
流が盛んに行われていました。
今年も無錫市第１中学校生徒12名が山鹿市を訪れ、ホーム

ステイをしながら鹿本商工高等学校生や稲田小学校生、稲光
園園児らと交流をしました。
商工では、日本の武術「剣道」を見学し竹刀を持っての体

験、生の琴の演奏を聴きながら茶道部によるお抹茶の体験が
あり、慣れない正座に四苦八苦していました。年齢も同世代
ということもあり、すれ違いながら気軽に交流をしている光
景は微笑ましかったです。無錫の高校生からは、中国の歌と
「二胡」の演奏が披露されました。

始
め
て
竹
刀
を
持
ち
剣
道
を
体
験
す
る
無

錫
市
第
１
中
学
校
生

中国無錫市の高校生との交流
…訪日団ホームステイ　7月16～19日　山鹿市内

▲

あいにくの天候の中、各分団より１チームずつ計19チーム
が参加し山鹿市消防操法大会が開催されました。グラウンド
ははげしい雨により最悪のコンデイションにもかかわらず、
どのチームも日頃の訓練の成果を発揮して、きびきびとした
操法を繰り返していました。結果は次のとおりでした。
優勝　第20分団第２部（山内校区　姫井）
２位　第14分団第５部（内田校区　四区、五区、六区合同）
３位　第７分団第２部（平小城校区　笹原）
優勝した第20分団第２部とポンプ車の部で模範操法を披露

した第1分団は人吉で開催された県大会に出場しました。
▲時間との勝負　強い水圧にもびくともしません

日頃からの訓練がいざという時のために　　
…山鹿市消防操法大会７月23日 カルチャースポーツセンター　

きき
くく
かか

夏夏
まま
つつ
りり▲色とりどりの浴衣で「よへほ節」と「菊鹿音頭」を踊りました

▲「根性」でゴールを阻止　ＰＫ大会▲何がでるかな？　何が出るかな？

▲かわいらしい園児お遊戯　大きな拍手が沸きました

▲多くの人でにぎわったコンサート

招招
魂魂
祭祭

▲歩行者天国で出会ったかわいい笑顔

▲商店街を練り歩く子どもみこし

▲小学校を代表しての校区対抗綱引き大会

▲多くの市民参加の道行き踊り



9 2006.9.1 広報やまが　 広報やまが　2006.9.1 8

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲多くの貴重な意見が出ました

もうすぐ灯籠まつりというこの日、市立病院リハビリ棟
では、病院内看護部の患者サービス委員会が主催し、ボラ
ンティアの方々によるコンサートが開かれました。
病気やケガで入院している方に、歌や踊りでほっとする

一時を味わってもらい、そして灯籠まつりを見に行くこと
ができない患者さんには灯籠踊り保存会の灯籠踊りを見て
もらおうと計画されました。
市民合唱団や音楽サークルの懐かしい歌声に一緒に合わ

せて歌い、山鹿あいの会のフラダンスを見て患者さん、お
見舞いの方々など100名もの多くの人で楽しみました。

▲手際よく草が刈り取られ、見違える程美しくなりました

市長および執行部の部長、担当課長が合併して初めて５地
域を巡回し、市政懇談会を開催しました。
市長挨拶、執行部の業務要旨説明と自己紹介のあと、地区

ごとに様々な市民の方々から貴重な意見や質問、要望を受け、
担当部長（課長）が答えました。
その内容は、道路問題、新庁舎問題、介護保険制度、地域

振興補助金の運用について、農林振興問題など地域ごとに特
徴のある内容でした。
意見や質問、要望の詳しい内容については、次号以降にお

知らせします。

南関町から熊本城を目指して約50kmの道のりを歩く、「参
勤交代・豊前街道徒歩の旅」が８月9日から12日までの3泊4日
で行われ、10日に宿泊地の山鹿勤労青少年ホームを目指して
市内を歩きました。
今年で３回目の開催で熊本県内の小学生ら66名が参加。こ

の日南関町から山鹿市に向かう途中、山鹿市立博物館に休憩
で立ち寄りました。ちょうど開催されていた「化石の中の恐
竜や昆虫たち展」を見学できることになり、疲れも忘れて見
学していました。その後青少年ホームへと向かいました。
「熊本城でお母さんが待ってるけん最後まで歩くよ」と兄と二
人で参加した小学生は話しました。
次の日は早朝から植木を目指して元気に出発しました。

▲患者さんやお見舞いの方と一緒に楽しく歌いました

暑さにも負けず自分のペースで！
…豊前街道徒歩の旅　８月10・11日　豊前街道

▲自転車の乗って右折する時は手を水平に伸ばしてください

７月29日～30日の１泊２日で、山鹿市サイクリングター
ミナルでは山鹿市の小学１年生から５年生までの50人が宿
泊体験を行いました。この宿泊体験は、異なる年齢の子ど
もたちが集団生活を行い人と人とのふれいあいや協調性を
学んで夏休みの思い出を作ろうと行われたものです。
初日は魚のつかみどりやカレーライス作りに挑戦。２日

目は山鹿市交通指導隊の指導により自転車交通教室や横断
歩道の渡り方の指導が行われました。その後モビール作り
や思い出のお絵描きなどを楽しみ充実した２日間を送りま
した。

山鹿灯籠まつりを影で支える
…ボランティア清掃　８月11日　菊池川河川敷

山鹿市建設業協会（松本重継会長）山鹿支部が菊池川
河川敷の除草作業を行いました。これは、灯籠まつり前
に観光客を気持ちよく迎えたいと、協会設立時から毎年
行っているものでこの日は30人が参加しました。
大変暑い中、全身汗でびっしょりになりながら道路脇

や土手に生い茂った草を刈り払い機で手際よく刈り取っ
ていました。
作業が済んですっかりきれいになった河川敷は、15日

の花火会場となり多くの観光客を迎えました。
建設業協会は支部ごとに、各地域の祭り前には除草作

業や清掃作業などを行っています。

さまざまな意見がでました
…市政懇談会　８月３・４・７・８・10日　市内全地区

楽しく自転車を学ぶ
…宿泊体験　７月29・30日　サイクリングターミナル

見て・聴いて・歌って暑さを飛ばす
…サマーコンサート　８月６日　市立病院リハビリ棟

▲みんなで励まし合いながら目的地を目指しました

「第６回立志の道を歩こう」が鹿本地区の３小学校６年生
87人と関係者など約30人が参加して行われました。
これは、鹿本町出身で第23代総理大臣「清浦圭吾」が16歳

から21歳までの５年間学んだ大分県日田市の「咸宜園」まで
の道のりを宿泊をしながら２泊３日で往復するものです。
稲田小６年の芹川美都さんが「清浦奎吾の少年時代の想い

に触れながら、心と体を強くして帰ってきます。」と誓いの
言葉を述べ、全員元気よく出発しました。
途中の昼食は、山鹿食生活推進協議会鹿本支部の方々によ

るおにぎりが出され、感謝の心も忘れることなく、辛くても
全員で励まし合いながら歩き通しました。最後まで努力する
自分磨きの鍛錬になったようです。▲家族らに見送られ明照寺を元気に出発する一行

立志の道を歩こう
…山鹿市鹿本地区小学６年生　８月20日～22日
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今
年
５
月
１
日
に
「
山
鹿
バ
ス
セ

ン
タ
ー
『
湯
の
里
駅
』」
が
山
鹿
市

中
央
通
の
国
道
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
バ
ス
の
駅
周
辺
地

区
整
備
事
業
と
し
て
、
国
土
交
通
省

と
当
市
が
共
同
で
整
備
し
た
も
の

で
、
同
様
の
施
設
と
し
て
は
九
州
で

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

当
市
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
も

あ
る
路
線
バ
ス
（
一
日
約
330
本
の
発

着
）
す
べ
て
が
セ
ン
タ
ー
に
停
車
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
乗
り
換
え
が
便

利
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
市
中
心

部
の
渋
滞
緩
和
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。バ

ス
の
駅
構
内
に
は
、
バ
ス
待
合

所
、
無
料
駐
車
場
と
駐
輪
場
、
観
光

案
内
所
な
ど
も
あ
り
山
鹿
市
を
訪
れ

た
観
光
客
の
方
々
な
ど
も
安
心
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

愛
称
の
由
来
は
、
山
鹿
市
の
小
中

学
生
が
応
募
し
た
253
通
の
中
か
ら
選

び
こ
の
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

バ
ス
利
用
だ
け
で
な
く
、
市
内
外

の
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
愛
さ
れ
る
よ

う
な
施
設
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

【
指
定
管
理
者
九
州
産
交
バ
ス
山
鹿
営
業
所

所
長
中
熊
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

バ
ス
の
駅
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

入
口
が
一
方
通
行
で
バ
ス
の
乗
降
所
と
平

行
し
て
走
っ
て
い
る
の
で
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
山
鹿
市
で
は
、
唯
一
の
公

共
機
関
が
バ
ス
で
す
が
人
を
運
ぶ
事
だ
け
で

な
く
、
こ
こ
を
拠
点
に
す
べ
て
の
情
報
発
信

と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
親
し
み
の

あ
る
バ
ス
の
駅
に
し
た
い
で
す
。

職
員
一
同
、
一
人
ひ
と
り
利
用
者
の
立
場

で
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
っ
て
ま
す
。

市
民
の
方
に
、
利
用
し
て
欲
し
い
・
・
・

そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す

【
山
鹿
温
泉
観
光
協
会
会
長
荒
木
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
】

常
時
こ
こ
に
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
４
名
が
い

ま
す
。
ま
だ
温
泉
観
光
協
会
の
業
務
の
一
部

が
バ
ス
の
駅
に
移
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

せ
っ
か
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
な
の
で
、

足
を
止
め
て
く
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
空

間
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
若
い
学
生
さ
ん

の
力
を
活
か
し
た
市
民
と
の
交
流
の
場
に
こ

の
バ
ス
の
駅
が
発
展
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
利
用
者
の
目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ス

タ
ッ
フ
一
同
心
が
け
て
い
ま
す

【
利
用
者
の
声
】

・
買
い
物
帰
り
の
女
性

「
ち
ょ
っ
と
買
い
物
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
離
れ

て
ま
す
の
で
歩
く
の
が
大
変
で
す
」

・
駐
輪
場
に
い
た
高
校
生

「
駐
輪
場
が
あ
る
の
は
便
利
で
す
が
、
ま
だ
人

が
少
な
い
の
で
夜
は
寂
し
い
で
す
ね
」

・
車
で
の
利
用
者

「
最
初
は
入
口
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

・
待
合
室
に
い
た
女
性

「
自
動
販
売
機
し
か
な
い
の
で
特
産
品
が
売
っ

て
あ
れ
ば
観
光
客
の
方
に
宣
伝
に
な
る
の
に
」

湯の里駅は車で入場の際、注意事
項があります。
・一方通行ですので必ずバスの乗降
所の方から入ってください。国道３
号線沿いの出口は「進入禁止」で入
ることは出来ません。出口専用です。
・バスが停車している横を併走する
かたちになりますので、十分気をつ
けてください。
・公共施設ですのでマナーやモラル
を守り利用してください。
今後、市民のみなさんと共にさま
ざまな人の意見や要望をできる限り
取り入れ、市民の方々に愛され親し
まれるバスの駅を作っていきたいと
思います。多くの声をお待ちしてい
ます。

バスターミナル乗降場

です

▲山鹿温泉観光協会スタッフ
中央が荒木会長さん

▲湯の里バスの駅バスター
ミナルスタッフ　左がお話
しを聞いた中熊所長さん

▲バスターミナル待合室風景

▲湯の里駅の見取り図

「「
湯湯
のの
里里
駅駅
」」
っっ
てて

何何
だだ
ろろ
うう
？？

〜
九
州
で
１
か
所
の
バ
ス
の
駅
を
訪
ね
て
〜

ミニ特集みんなの「バスの駅」

【
宮
本
都
市
計
画
課
長
の
コ
メ
ン
ト
】

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
路
線
バ
ス
は
、

マ
イ
カ
ー
利
用
の
増
加
な
ど
で
利
用
者
の
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
や
環

境
保
全
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
公
共
交
通

機
関
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
再

編
を
視
野
に
山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
バ
ス
利
用
者

の
た
め
の
待
合
所
や
ト
イ
レ
、
駐
輪
場
の
ほ

か
、
観
光
情
報
の
発
信
機
能
が
あ
り
ま
す
。

交
通
拠
点
と
し
て
の
役
割
や
魅
力
を
さ
ら
に

発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
玉
名
市
に
で
き
る
新
幹
線

の
新
駅
や
九
州
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
検
討
し
て
交
通
利
便

性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▲

▲バスターミナルには飲料用の温泉
がひっそりとあります
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納涼おはなし会
おばけの話で気分を涼しく！

～山鹿市中央公民館～

う
ま
い
投
資
話
に
要
注
意
!!

〜
最
近
増
加
す
る
苦
情
や
相
談
〜

最
近
、
投
資
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
相
次
い
で

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

▼
友
人
か
ら
海
外
へ
の
投
資
会
社
へ
の
出
資
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
。
１
口
約
４
万
円
で
31
口
以
上
投
資
す

れ
ば
利
益
が
あ
り
、
１
年
後
に
は
２
倍
以
上
に
な
る
。

会
社
の
実
態
や
投
資
内
容
が
不
明
で
あ
る
。

▼
母
が
知
人
に
勧
誘
さ
れ
投
資
会
社
に
60
万
円
を
投

資
し
た
。
父
や
姉
も
投
資
し
て
お
り
、
ネ
ズ
ミ
講
の

よ
う
な
話
で
あ
る
。
投
資
し
た
口
数
に
応
じ
て
２
年

後
に
は
、
高
額
な
配
当
が
あ
る
ら
し
い
が
と
て
も
不

審
で
あ
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

投
資
話
が
本
当
に
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
明

で
す
が
、
投
資
に
は
、
通
常
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。

１
年
で
、
誰
も
が
投
資
資
金
が
２
倍
に
な
る
と
は
信

じ
難
い
こ
と
で
す
。
例
え
１
〜
２
回
配
当
が
あ
っ
た

と
し
て
も
信
用
さ
せ
る
た
め
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

現
金
を
渡
す
前
に
、
今
一
度
慎
重
に
考
え
て
く
だ

さ
い
。

【
投
資
話
の
種
類
で
多
い
も
の
】

・
健
康
食
品
の
購
入
や
代
理
店
に
な
る
こ
と
で
出

資
を
募
る

・
商
品
を
販
売
す
る
仕
事
を
し
て
収
入
を
得
る
内

職
や
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス

・
預
貯
金
、
証
券
等
金
融
ま
が
い
の
資
金
集
め

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u9月2日G・9日G・16日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u9月5日C・12日C

26日C 午前11時から
山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
日時u9月27日D 午後２時から

今月の休館日
鹿本図書館
u9月4日B・11日B・18日_

19日C・23日_・25日B
30日G

山鹿中央公民館図書室
u９月25日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

ひゅ～どろどろ～うらめしや～
キャー怖～い・・・・？

とんでもない、楽しくにぎやかな「納涼おは
なし会」が山鹿読書友の会主催で開催され、約
40名の親子連れで、いつもは静かな和室がにぎ
わいました。
毎月ここ山鹿市中央公民館では、おはなし会
が開催されています。今までは年に２回春と秋
に特別おはなし会をしていましたが、「夏と冬に
も開いてほしい」という要望から、今年はさっ
そくこの夏に「暑さを吹っ飛ばし涼しくなろう」
ということで『おばけ』をテーマに、お話あり
踊りありと行われました。
和室に入ってすぐ目に付くのが、いろいろな
おばけたち！それもすべて読書友の会の方々お
手製です。食べ物が入っていたトレーなどリサ
イクルして作られました。日頃のおはなし会で
もリサイクルしたオモチャなど工作もやってい
るそうです。
納涼おはなし会では、アニメーション鑑賞、
紙芝居、指人形、パネルシアター、うちわで作
ったお手製おばけで劇と踊り。参加者全員で踊
ったおばけのパーティーはとても楽しいもので

した。
参加した子どもたちは、「おばけ怖い」という
よりは、「楽しかった～」といった感想を話し、
踊りで使ったおばけうちわをもらい帰っていき
ました。
秋には月夜のおはなし会が開催される予定だ
そうです。みなさんも次回は参加されてはいか
がでしょうか。静かな夜に、物語を聴いてリラ
ックス・・・夜開催されているので必ず親子で

ご参加ください。

▲本番さながらの最後のリハーサル

▲入口には手づくり

おばけがお出迎え

▲みんなでダンス！おばけだ

ぞぉ～～～※8月1日号に掲載しました山鹿中央公民
図書室の休館日とおはなし会の日程が間
違っておりました。お詫びいたします。

新着図書ピックアップ

《今月は山鹿中央公民館図書室から》

自然と昆虫とファーブルを愛して止まない。仏文学者・奥本大三郎と写
真家・今森光彦が、「昆虫記」ゆかりの地を訪ねてフランスへ。ファー
ブルが見た風景と虫を探して南仏をゆく道中記。

人生劇場　　　　　　　　　　　　 三浦しをん／著　新潮社

直木賞受賞作家、三浦しをんの大人気エッセイ文庫版。ある時はアイドル
に憤り、またある時はワールドカップに夢中になり、息つく暇もなく本を
読む…。人気作家の知られざる日常を、あます所なく語っています。最初
の１ページ目から笑える事間違いなし、面白さ保証付きのエッセイ集。
まだ三浦しをんを読んだ事のない人はもちろん、読んだ事のある人にも。

ファーブル昆虫記の旅　　 奥本大三郎・今森光彦／著　新潮社

劇作家・演出家・女優として活躍する渡辺えり子が名優たちを招いて語
り合った、雑誌『せりふの時代』の連載を単行本化。ゲストは三國連太
郎、長岡輝子、加藤治子、美輪明宏、植木等、岸田今日子、市原悦子、
白石加代子ら。

芝居語り　渡辺えり子対話集
渡辺えり子／著　三國連太郎ほか述　小学館

夏のはじめに買ってもらったむぎわらぼうし。むぎわらのにおいがしま
す。ひなたのにおいです…。ぼうしの中には、まだ夏がある。みんなで
あそんだ、あの海が。少女のひと夏の記憶を詩情ゆたかに描き出す絵本。

むぎわらぼうし　 いでひでこ／絵　竹下文子／作　講談社

日
本
列
島
に
は
毎
年
多
数
の
台
風
が
接
近
ま
た
は
上

陸
し
、
強
風
と
大
雨
に
よ
り
た
び
た
び
大
き
な
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
早

め
に
情
報
の
収
集
、
早
め
の
台
風
に
対
す
る
備
え
を
し

て
く
だ
さ
い
。

台
風
前
の
備
え
チ
ェ
ッ
ク

□
鉢
植
え
な
ど
の
飛
散
の
危
険
の
高
い
も
の
は
屋
内
に

入
れ
る
。

□
停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
す
る
。

□
断
水
に
備
え
飲
料
水
の
確
保
を
す
る
。

□
避
難
に
備
え
貴
重
品
な
ど
の
非
常
持
出
品
を
準
備
す

る
。

□
台
風
、
雨
、
風
の
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
く
。

□
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。

□
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
所
は
家
財
道
具
な
ど
高
い
場
所

へ
移
す
。

□
避
難
場
所
や
離
れ
た
場
合
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
合

う
。

※
早
め
早
め
の
対
策
で
最
小
限
に
台
風
か
ら
被
害
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。 広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

台
風
災
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
Z
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！

Vol.17

この広い園庭と保育園がもつ子育ての力を、もっと地域のために活
かせることはないだろうか？と自主事業で始めた「にこにこクラブ」
も６年目となりました。
毎週水曜日10時から12時　園庭そして遊戯室を開放しております。

通常17～８組。多いときは30組近い親子さんが遊びにこられます。親
子で一緒に遊びながら、ママたちは楽しいおしゃべりや情報交換。そ
して時々は手作りおもちゃを作ったり、畑に野菜の収穫に行ったり
もします。お別れの12時前にはお名前呼びや手遊びなどのミニ保育があります。月１回のお誕生会は保育園の手
作りおやつをみんなで試食しお祝いをします。運動会やクリスマス会、クッキングなどのイベントもあります。
園庭にはたくさんの遊具そしてたくさんの園児がいます。三玉保育園の園児は「にこにこクラブ」のお友達を

温かく迎えてくれます。おもちゃを優しく貸してくれます。お友達を誘って「にこにこクラブ」に来て、ここで
またお友達が出来て…ママも子どもたちもお友達がいっぱいです。
また三玉保育園は一時保育もおこなっています。「にこにこクラブ」と一時保育が一緒に育ち、スムーズなお預

かりが出来ているのもうれしい子育て支援のひとつです。どうぞ「にこにこクラブ」にお気軽に遊びにきてくだ
さい。 にこにこクラブＨＰアドレス http://www.hpmix.com/home/mitama/index.htm

子育て広場『にこにこクラブ』
地域の子どもたちとママたちのために…

三玉保育園

緑の田んぼと遠くの山々が見渡せる園庭には、大きな木が何本も
あって自然がいっぱいです。
春はタケノコ堀りから始まりました。庭の隅からニョキニョキと

顔を出すタケノコを「ここにあった」「こっちにもある！」とショベ
ルで掘ります。たくさん採れたら、給食はタケノコたっぷりの団子
汁。おかわりして満足そうな笑顔がならびました。ふきが生えると、
爪を黒くしながら皮をむいて調理。ごっこ遊びのかさやお皿になり
ました。
塀際に積み重なった落ち葉の下には、カブトムシの幼虫がゴロゴ

ロ。夏になると、どんぐりや桜の木を見上げ、カブト・クワガタ・
セミなどの虫探しに目を輝かせています。
身近にある草木や虫などすべてのものから、生命の不思議や大切

さを学ばせてもらっている子どもたち。セミの声のシャワーの中、
今日もみんな元気です。

自然はともだち
大道保育園

▲あのセミとって！とって！

▲ぼくがとった。お家のとこの小さい穴におった！

▲にこにこクラブ大運動会

子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？
それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時
電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐2107

46‐2635

36‐2150

広　場　名 電話番号

ごご利利用用案案内内

今月の主役

つどいの広場　おさか童夢　

子育て中の親子がだれでも気軽に集い、自由に過ごすこと
ができる場所として、山鹿市では「つどいの広場」を実施し
ています。
３号線を北上し、左に三岳小が見えたら、その先の金堀の
信号を右折して700ｍぐらい入ると、つどいの広場“おさか
童夢”です。元保育所の施設ですからとても広いですよ！ベ
ビーベッドに赤ちゃんがすやすや眠っています。フローリン
グのフロアではおもちゃでにぎやかに子ども達が遊び、お母
さん達はその中で出会い・交流し仲間となっていきます。ま
た、妊娠中のお母さんや先輩ママ、小中高校生、地域の方な
どみなさんの活動の場と
してもどうぞ。
もうひとつ、月に４～
５回移動つどいの広場
“ぽかぽか”も実施してい
ます。場所は鹿本総合支
所隣の「ひだまり」内で
す。町の中ですから買い
物ついでにちょっと寄っ
てみませんか？誰でも最
初は一人。でもはじめの一歩を踏み出せば、悩みはみんなで
分け合って、喜びはみんなで倍になる。遊びに来てください。
お待ちしています。

本園では、子どもたちがいろいろな体験を通して学び、吸収して
いく過程を大切にしています。五感を使い、子どもたちの力がどん
どん発揮されます。
今回はクッキングについて紹介します。年少児クラスは、こねて

まるめるお団子、食事用ナイフでフルーツを切り、フルーツゼリー
など楽しんでできます。経験を積んだ年長児クラスは、カレー作り
もほとんど自分たちでできるようになります。本園ではメニューも
子どもたちとお話し合いをして、決めて行きます。どうやってつく
ろうか？何が必要かな？など子どもたちの声も大切にし、すすめて
います。今年の年長児キャンプでは、定番のカレーに加え、たらこ
スパゲティもつくり、大成功でした。
ご家庭でもぜひ、子どもたちの声を大切にし、気負わない所から、
楽しんでいただけたらと思います。

みて、ふれて、こころをうごかし、
かんがえる　～クッキング～

霊泉幼稚園

“つどいの広場”ってどんなところ？

43-1155

おさか童夢
豊かな自然に囲まれてい
ます。
９月は「お話会」「秋のお
散歩」などを予定してい
ます。
利用時間：月曜～金曜
（ぽかぽかの日は休み）

10:00～16:00
第２土曜日 10:00～14:00
場所：元小坂保育所　　

ぽかぽか
手作りおもちゃや子育て
情報があります。実施日
は「つどいの広場通信」
をご覧ください。各総合
支所に置いてあります。
利用時間：火曜・木曜

(不定期) 
10:00～12:00
13:00～16:00

場所：鹿本ひだまり内　

▲年長児キャンプでのカレー作り
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このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

今回の総合スポーツクラブは、夏期限定の「水泳」にスポット
を当ててみました。７月後半から8月いっぱいの毎週土曜日に開
催されています。毎回15～16名程度で、ほとんど小学生の参加が
多いですが、もちろん一般の方も大歓迎です。
「午前中に陸上の練習で汗をかいて午後はプールでもう一汗」
という小学生や、「他の日にバレーをやっていてこの期間は水泳
も参加する」などの小学生もいました。泳げる一般の方は自分の
ペースで泳ぎ、泳げない子は、山鹿市水泳協会戸澤先生の指導で
基礎から習うこともできます。
小学生の女の子は「この夏休みに背泳ができるようになりたい」
と話していました。
自分にあったさまざまなスポーツにチャレンジできる総合スポ
ーツクラブです。期間限定の『水泳』にも、ぜひ来年は参加して
みてください。

泳
げ
な
い
子
も
基
礎
か
ら
ち
ゃ
ん
と

教
え
て
く
れ
ま
す

▲

“あかるく　なかよく　かしこく
元気な　城北っ子”をめざして

灯
籠
踊
り
の
思
い
出

青
木
美
恵
子
　
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
本
町
来
民
）

も
う
、
か
れ
こ
れ
14
・
15
年
前
、
佐

賀
競
馬
場
に
勤
め
て
い
た
頃
の
事
、
山

鹿
灯
籠
踊
り
見
学
の
募
集
が
毎
年
あ
っ

て
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
が
仕
事
が
終
わ

っ
て
一
泊
泊
ま
り
の
バ
ス
２
台
位
は
出

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
佐
賀
県
鳥
栖
市

ま
た
み
や
き
町
、
そ
の
近
く
の
市
町
村

ま
で
こ
の
灯
籠
踊
り
は
知
れ
渡
っ
て
い

ま
し
た
。
定
年
に
な
っ
た
ら
、
何
時
か

は
見
る
事
も
出
来
る
か
も
と
思
い
、
ご

一
緒
し
な
か
っ
た
の
を
今
残
念
に
思
い

ま
す
。

せ
っ
か
く
近
く
に
越
し
て
来
た
の
に
、

歳
も
い
き
体
の
具
合
が
悪
く
、
見
学
出

来
な
い
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

若
い
時
に
山
鹿
に
居
た
ら
、
日
舞
を
し

て
い
た
の
で
、
灯
籠
踊
り
の
輪
に
入
っ

て
、
踊
り
の
ま
ね
事
で
も
し
て
い
た
か

も
な
あ
と
苦
笑
し
て
い
る
次
第
で
す
。

千
人
踊
り
の
見
事
な
も
の
を
テ
レ
ビ
で

う
つ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り

見
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。

投
稿

投
稿

今月は季節限定水泳にズーム！

城北小学校は、国指定の鞠智城跡の北にある児
童数98名の学校です。子どもたちは、近くの老人
ホームや保育園など、地域との交流を行っていま
す。
【山鹿市老人ホーム清楽園】
６月27日に４年生は、学校近くの老人ホーム清
楽園を訪問しました。子どもたちは、自分たちで
台詞や動きを考えて練習した劇を発表したり、楽
しいゲームを一緒に行ったりするなど、入所され
ておられる高齢者の方と楽しく交流をすることが
できました。

▲参加者全員でハイポーズ！

能
面
を
間
近
で
見
て
み
ま
せ
ん
か

山
鹿
市
城
北
能
面
普
及
会

野
村
琉
堂
　
さ
ん

肥
後
銀
行
山
鹿
支
店
横
の
吉
本
号
さ

ん
に
て
能
面
展
示
を
し
て
お
り
ま
す
。

８
月
か
ら
今
ま
で
の
内
容
を
一
新
し
入

れ
替
え
ま
し
た
。

間
近
で
能
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お

陰
様
で
300
名
を
超
え
る
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

【アソカ保育園】
６月６日に保健委員会の子どもたちが、アソカ
保育園に出かけ、『歯磨きせにゃんたい

● ●

』として、
歯磨きの方法を分かりやすく園児に話をしまし
た。園児は目を輝かせて小学生の話を熱心に聞い
てくれました。
また、４年
生は、園児に
絵本の読み聞
かせを行って
います。園児
は、小学校の
お兄さん・お
姉さんが来て
くれるのを楽
しみにしてい
ます。
また、保育園の先生方には、本校児童のために、
毎月本の読み聞かせをしていただいています。
１年生から６年生の子どもたちは、話に引き込
まれ、主人公になった気持ちになり静かに聞いて
います。▲清楽園での高齢者との交流

城北小学校

サ
ン
ド
ア
ー
ト
に
挑
戦

園
庭
が
一
夜
に
し
て
砂
浜
に
！

平
小
城
保
育
園

子
ど
も
た
ち
を
驚
か
せ
よ
う
！

と
い
う
素
朴
な
思
い
が
地
域
の
方
々

の
お
手
伝
い
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
園
児
が
帰
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
、
園
庭
に
砂
を
入
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
驚
く
顔
、
喜
ぶ
顔
を
想
像
し
な
が

ら
「
巨
大
ク
ワ
ガ
タ
」
を
作
り
始
め
ま

し
た
。
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
ク
ワ
ガ

投
稿

投
稿

心
温
ま
る
慰
問

山
鹿
市
鹿
北
町
在
住
一
市
民

８
月
９
日
、
心
温
ま
る
演
奏
会
に
出

会
っ
た
の
で
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
ほ
し

く
投
稿
し
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
と
い
う
の
は
、
鹿
北
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
（
井
手
口
哲
子

教
諭
他
生
徒
23
人
）
が
鹿
北
地
区
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
や
す
ぎ
荘
を
慰

問
し
開
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、「
ふ
る
さ
と
」「
銭
形
平

次
」「
水
戸
黄
門
」
な
ど
計
７
曲
が
演
奏

さ
れ
、
あ
や
す
ぎ
荘
入
所
者
の
他
、
私

の
よ
う
な
一
般
客
な
ど
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
す
る
懐

か
し
い
音
色
や
声
色
に
手
拍
子
を
あ
わ

せ
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
井
手
口
教
諭
を
は

じ
め
と
す
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
、「
地

域
に
何
か
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
そ
う
で
、
今
回

が
２
回
目
と
の
こ
と
で
し
た
。

▲アソカ保育園での読み聞かせ

近
年
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
を
襲

う
痛
ま
し
い
事
件
が
多
発
す
る
な
ど
不

安
な
世
の
中
で
す
が
、
今
回
の
心
温
ま

る
演
奏
会
に
、
何
か
と
て
も
幸
せ
で
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
演
奏

会
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

▲ヤッター完成！明日子どもたちは喜んでく
れるかなぁ

タ
も
、
い
ざ
作
ろ
う
と
す
る
と
な
か
な

か
難
し
く
試
行
錯
誤
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
・
・
・
と
思

い
作
り
始
め
た
の
で
す
が
、
い
つ
の
間

に
か
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
一
生

懸
命
に
な
っ
て
サ
ン
ド
ア
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

心
を
一
つ
に
し
て
！

日
付
が
変
わ
ろ
う
と
す
る
少
し
前
に

園
庭
一
面
に
体
長
２
ｍ
〜
２
・
５
ｍ
の

「
巨
大
ク
ワ
ガ
タ
」
５
匹
が
姿
を
現
し
ま

し
た
。
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案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

10
月
２
日
B
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
６
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

９
月
27
日
D
・
28
日
E

29
日
F

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

６
月
21
日
合
志
川
の
河
川
に
廃
材
や

ゴ
ミ
等
が
不
法
投
棄
さ
れ
、
警
察
の
調

査
な
ど
で
投
棄
者
が
判
明
し
、
後
日
廃

棄
物
処
理
法
違
反
で
処
分
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

河
川
へ
の
不
法
投
棄
は
、
河
川
の
水

質
や
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
環
境
維
持
や
美
化
の
た
め
ゴ
ミ
・

廃
材
等
の
投
棄
を
し
な
い
よ
う
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

…
国
土
交
通
省
菊
池
川
河
川
事

務
所
管
理
課
1
44
‐
２
１
７
１

ス
ト
ッ
プ
不
法
投
棄
！

秋の全国交通安全運動
９月21日E～30日G

高齢者あなたのマナーで防ぐ事故
★ ★

問
合
せ

募募
　　
集集

９
月
請
求
分
か
ら
納
付
書
が
変
わ
り

ま
す
。

納
付
場
所
が
次
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
支

払
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
支
払
い
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
】

※
９
月
１
日
か
ら
お
支
払
い
可
能

※
旧
納
付
書
で
の
コ
ン
ビ
ニ
支
払
い
は

で
き
ま
せ
ん

※
旧
納
付
書
で
コ
ン
ビ
ニ
支
払
い
希
望

の
場
合
は
、
市
役
所
・
総
合
支
所
・

水
道
局
で
再
交
付
（
９
月
１
日
よ
り
）

後
支
払
い
可
能

…
水
道
局

1
43
‐
１
１
６
１

問
合
せ

上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
が

変
わ
り
ま
す

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
中

で
、
経
営
規
模
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、

農
業
委
員
会
を
と
お
し
て
農
地
の
貸
借

契
約
を
し
な
い
と
制
度
上
、
耕
作
面
積

と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

…
農
業
委
員
会
事
務
局

1
43
‐
１
６
１
４

農
地
の
貸
借
契
約
に
つ
い
て

問
合
せ

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
基
準

（
Ｓ
56
年
６
月
１
日
施
行
）
に
適
合
さ

せ
る
一
定
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
固
定
資
産
税
を
一
定
期
間
減
額

し
ま
す
。

対
象
住
宅
と
な
る
要
件u

・
Ｓ
57
年
１
月
１
日
以
前
の
建
築
住
宅

・
一
戸
あ
た
り
工
事
費
30
万
以
上

減
額
率u

120
G
相
当
分
ま
で
の
固
定
資

産
税
税
額
の
２
分
の
１

減
額
期
間u

・
Ｈ
18
〜
21
年
ま
で
の
改
修→

３
年
間

・
Ｈ
22
〜
24
年
ま
で
の
改
修→

２
年
間

・
Ｈ
25
〜
27
年
ま
で
の
改
修→

１
年
間

※
Ｈ
28
年
以
降
改
修
工
事
分
は
減
額
適

用
な
し

減
額
手
続u

証
明
書
（
＊
）
を
添
付
し

改
修
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
税
務
課
に
申
告

（
＊
）
地
方
公
共
団
体
、
建
築
士
、
指
定

住
宅
性
能
評
価
機
関
、
指
定
確
認
検
査

機
関
発
行
の
現
行
耐
震
基
準
適
合
証
明

…
税
務
課
固
定
資
産
係

1
43
‐
１
１
２
１

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額

措
置

問
合
せ

▲新しい納付書の裏面参照

運動の基本u
「高齢者等交通弱者の交通事故防止」

運動の重点u
・夕暮れ時と夜間の歩行者、自転車乗車中の
交通事故防止
・後部座席を含むシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
・反射材の活用と前照灯早め点灯の推進

統計調査ご協力のお願い★ ★

調査票の記入内容が他に漏れたり、調査結果が統計以
外の目的で使用されることはありません。
【平成18年事業所・企業統計調査】（10月１日基準）
対象uすべての個人・団体等を含むの事業所
調査内容u名称・所在地・従業員数設立年月日・資本金など
利用目的u産業・経済施策などの計画立案の基礎資料
※９月下旬から調査員が伺います。

…企画振興課統計係　1４３‐１１１４

【平成18年社会生活基本調査】（10月20日現在）
対象u全国から抽出された約８万世帯
調査内容u生活時間の配分
利用目的u多様化するライフスタイルの把握と各種行政

施策の基礎資料
※10月上旬から調査員が伺います。

…県地域振興部統計調査課人口生活班
1０９６‐３３３‐２１７８問合せ

問合せ

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

園
芸
講
習
会

日
時u

９
月
14
日
E

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

山
鹿
市
勤
労
福
祉
会
館

内
容u

草
花
の
栽
培
お
よ
び
管
理

募
集
人
数u

30
人

※
参
加
費
無
料

※
弁
当
・
筆
記
用
具
持
参

…
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
　
　
　
1
44
‐
１
８
５
０

申
込
・
問
合
せ

補
装
具
の
利
用
者
の
申
請
で
購
入
ま

た
は
修
理
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
と
き

は
、
市
町
村
が
そ
の
費
用
を
補
装
具
費

と
し
て
利
用
者
に
支
給
し
ま
す
。

【
変
更
さ
れ
た
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
】

q
日
常
生
活
用
具
へ
移
行
さ
れ
た
も
の

点
字
器
　
頭
部
保
護
帽
　
人
工
咽
頭

10
月
か
ら
の
身
体
障
が
い
者

補
装
具
費
の
新
制
度

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
（
該
当

す
る
者
の
遺
族
の
方
を
含
む
）、
終

戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣

総
理
大
臣
の
書
状
等
を
贈
呈
し
ま

す
。請

求
書
類
は
、
福
祉
課
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
既
に
請
求
さ

れ
た
方
は
、
再
度
請
求
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

…
福
祉
課1

４
３
‐
１
１
６
７

人
吉
中
小
企
業
大
学
校
「
玉
名

教
室
」
受
講
生
募
集

問
合
せ

最
近
、
山
鹿
市
管
内
で
は
、
死
亡

事
故
を
含
め
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

安
全
運
転
に
心
が
け
、
事
故

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
し

ょ
う
！

歩
行
補
助
つ
え
（
一
本
つ
え
の
み
）

収
尿
器
　
ス
ト
マ
用
装
具

w
補
装
具
か
ら
廃
止

色
め
が
ね

e
補
装
具
へ
移
行
さ
れ
た
も
の

重
度
障
が
い
者
用
意
思
伝
達
装
置

r
日
常
生
活
用
具
か
ら
廃
止

浴
槽
（
湯
沸
器
）

パ
ソ
コ
ン

【
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
】

・
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
１
割
を
負
担

・
障
が
い
者
本
人
ま
た
は
世
帯
員
の
い

ず
れ
か
一
定
所
得
以
上
の
場
合
に
は

補
装
具
費
の
支
給
対
象
外

・
負
担
上
限
額
を
設
定
し
、
所
得
の
低

い
方
に
は
よ
り
低
い
上
限
を
設
定

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

市
営
墓
地
（
鹿
校
通
２
丁
目
１
１
９

６
）
の
返
還
区
画
に
つ
い
て
、
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画u

Ｂ
区
画
（
６
G
）
７
区
画

Ｃ
区
画
（
４
G
）
２
区
画

対
象
者u市

内
に
住
所
・
本
籍
を
有
す
る
者

使
用
料u

Ｂ
区
画
15
万
円

Ｃ
区
画
10
万
円

管
理
料u

Ｂ
区
画
年
２
、
５
２
０
円

Ｃ
区
画
年
１
、
６
８
０
円

募
集
期
間u

９
月
30
日
G
ま
で

申
込
方
法u

・
申
請
書
お
よ
び
住
民
票
等
の
必
要
書
　

類
を
添
付
し
提
出

申
請
書
及
び
提
出
先u

・
本
庁
市
民
課
窓
口

・
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

・
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
）

※
受
付
は
土
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
ま
で

※
10
月
15
日
A
に
抽
選
を
行
い
決
定

…
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
）

1
43
‐
７
２
１
１
　

申
込
・
問
合
せ

中央公民館でパソコン教室を開講し
ます。コースは全部で７つ。自分にあ
ったコースを選んでチャレンジしてみ
ませんか？
なお、第３期を１月～３月に実施し
ます。また、お近くの各公民館にもパ
ソコン講座が予定されています。お気
軽にお問い合せください。

◇◆◇ 山鹿市中央公民館 できる！パソコン講座 第２期生募集！ ◇◆◇

パソコン入門
パソコン入門
ワードの基本
エクセルの基本
インターネット入門
実用パソコン
インターネットを楽しもう

起動・入力から始めて年賀状まで
起動・入力から始めて年賀状まで
文書作成の基本と効果的な操作
表作成の基本と効果的な操作
インターネットの接続と利用法
パソコンとネットを使ってハガキとカレンダー作成
無料で利用できる機能やブログの開設

毎木曜　19：00～21：00
毎水曜　10：00～12：00
毎水曜　19：00～21：00
毎火曜　10：00～12：00
毎水曜　13：30～15：30
毎火曜　19：00～21：00
毎月曜　19：00～21：00

コース 講義日程（各コース全８回） 講習内容
A
B
C
D
E
F
G

初回日
10月12日
10月18日
10月18日
10月24日
10月18日
10月24日
10月16日

受講対象者u市内在住・在勤の人
定員u各コース15人（定員になり次第

締め切ります）
※人数が10人に満たない場合、開講
できません。

申込期限u９月29日Fまで
申込場所・方法u

中央公民館の窓口で受講料を添えて
直接申し込んでください。

※電話やハガキでの申込は不可
受講料u１コース　3,000円
※別途教材費が必要
講師u藤田さよ子

…山鹿市中央公民館
1４３‐１１０１

問合せ

「
共
育
・
共
生
」
を
理
念
に
野
外
活

動
を
し
ま
す
。

対
象u

５
才
〜
小
学
生
が
い
る
家
族

活
動
内
容u

登
山
・
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ジ
ュ
ニ
ア
　
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ラ
ブ
山
鹿
校
参
加
者
募
集

人
吉
中
小
企
業
大
学
校
で
は
、
出
張

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

研
修
期
間u

10
月
４
日
D
〜
６
日
F

場
所u

玉
名
市
商
工
会
館

受
講
対
象
者u

若
手
リ
ー
ダ
ー

受
講
料u

２
７
、
０
０
０
円

※
受
講
料
の
半
額
を
１
事
業
所
に
つ
き

３
人
ま
で
助
成

申
込
締
切
日u

９
月
22
日
F

…
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

申
込
・
問
合
せ

ン
サ
ー
ト
・
自
然
体
験
ほ
か

実
践
日u

毎
月
第
２
土
曜
日

費
用u

・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
年
間
会
費

１
家
族
　
　
５
、
０
０
０
円

子
ど
も
だ
け
３
、
０
０
０
円

・
体
験
活
動
費
（
１
回
ご
と
実
費
の
み
）

１
、
０
０
０
〜
２
、
０
０
０
円
程
度

…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
事
務
局
1
096
‐
366
‐
９
４
１
１

山
鹿
校
　
担
当
小
川
1
44
‐
０
１
９
６
　

申
込
・
問
合
せ

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆

さ
ま
へ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

「
市
営
墓
地
」
の
募
集
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k山鹿のシルバー作品展
山鹿校区老人会連合会の初の作品展
期間u９月12日C～14日Eまで
プラザ５　３Ｆコンビ・ホール　時間u10：00～19：00
1４３‐２４６４（宮本明生）

９月
開催日 行　事　名 時間 料金

夜間
午後
夜間
夜間
－
夜間
夜間

午後

夜間
夜間
夜間

有料

有料

関係者
－
有料
有料

無料

有料
有料
有料

９日G

10日A

11日B

13日D

16日G

17日A

18日B

22日F

23日G

30日G

３日A

10日A

17日A

18日_

23日_

24日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

武内医院／たなか眼科医院／幸村医院
大坪内科呼吸器科医院／大坂整形外科医院
星田内科医院／はとの眼科クリニック
三森循環器科呼吸器科病院
坂本医院／松永整形外科リウマチ科
うちだ内科医院／後藤整形外科医院

k第３回私の住む町を描く展
熊本在住作家19名による展覧会（油彩・水彩など）
期間u９月１日F～15日Fまで（最終日は15：00まで）

k山口幸富絵画作品展
形と色と心の中のイメージを表現した水彩・パステルな
どを使った作品展
期間u９月16日G～30日Gまで（最終日は15：00まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

入札結果の報告（７月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

7/4
7/4
7/4
7/4
7/4
7/4
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25
7/25

7/25

7/25

石渕・山ノ井線舗装工事
市目線道路整備工事
後谷１号線局部改良工事
平成18年度椿井地区１工区工事
平成18年度楢迫汚水枝線管渠築造工事（１号）
平成18年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐1-1号、1-2号）
米田小学校体育館屋根改修工事
山鹿中学校技術棟外壁改修工事
番所山田線改良工事
八幡縦貫線道路整備工事
平成18年度三玉・八幡地区幹線６号工事
平成18年度三玉・八幡地区支線６-９号工事
平成18年度三玉・八幡地区支線５号工事
平成18年度藤井汚水枝線管渠築造工事
平成18年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐２号）
平成18年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐3-1、3-2号）
平成18年度高橋地区汚水管渠築造工事（７号）
平成18年度志々岐２号マンホールポンプ施設工事
平成18年度山鹿浄水センター第１沈砂池機械設備（改
築更新）据付工事
平成18年度山鹿浄水センター第１沈砂池電気設備（改
築更新）工事

山鹿市鹿本町石渕地内
山鹿市中地内
山鹿市鹿央町大浦地内
山鹿市椿井地内
山鹿市古閑・方保田地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市南島地内
山鹿市山鹿地内
山鹿市菊鹿町矢谷地内
山鹿市熊入町地内
山鹿市上吉田地内
山鹿市上吉田地内
山鹿市久原地内
山鹿市方保田地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市鹿本町高橋地内
山鹿市志々岐地内

山鹿市山鹿地内

山鹿市山鹿地内

1栄進工業
2岩下産業
1誠和
1高喜工業
江良興建社
1村井建設
2井上組
河原住建1

2康栄土木
三真建設2山鹿支店
2真公建設
1フチガミ
1戸上建設
江良興建社
2岩下産業
花昭建設1

杉本土木
新明和工業1九州支店
1日立プラントテク
ノロジー九州支社

1東芝九州支社

15,330,000
10,290,000
6,090,000
54,180,000
10,185,000
18,690,000
9,072,000
21,042,000
15,120,000
8,925,000
23,184,000
36,120,000
33,810,000
7,455,000
9,292,500
30,345,000
9,870,000
7,350,000

41,475,000

52,290,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課　143ｰ1118
入札日

問合せ

山鹿風情物語q

ライブハウスかみひこうき
八千代座LIVE
狂言教室
休館日
山鹿風情物語w

山鹿風情物語e

ラ・ポム・ド・ラ・シャンソン
シャンソンコンサート
ザ・ピアノ　イン　八千代座
山鹿風情物語r

山鹿風情物語t

相談は無料です。秘密は堅く守られますのでお気軽にご
相談ください。
日時uq９月６日Dw８日F いずれも10：00～15：00
場所uq鹿北公民館w山鹿中央公民館
担当者u法務局山鹿支局職員　人権擁護委員
相談を受ける事項u振り込め詐欺、いじめ、体罰、金銭

問題、相続、登記など
…熊本地方法務局山鹿支局　1４４‐２４１１

特設人権相談所の開設★ ★

日時u９月23日_ 10：30～
場所uカルチャースポーツセンター内

総合体育館
※表彰対象者の方には別途通知しています。
…いきがい推進課　1４３‐００５２
各総合支所市民福祉課

（鹿北）1３２‐３１１１（菊鹿）1４８‐３１１１
（鹿本）1４６‐３１１２（鹿央）1３６‐３１１４

敬老表彰式典ご案内★ ★

問合せ

問合せ

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

８月１日号広報やまがの入札結果報告（６月分）の掲載で、落札業者「2九憲土木」
の名前が間違っておりましたお詫びして訂正いたします。

日
時u

11
月
11
日
G
〜
12
日
A

場
所u

山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

…
農
林
振
興
課1

43
‐
１
５
５
６

や
ま
が
産
業
祭

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

相相
　　
談談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

９
月
13
日
D
・
27
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時u

９
月
14
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
１
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
８
日
F

e
法
律
相
談u

９
月
15
日
F
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

９
月
７
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
14
日
E

e
警
察
相
談u

９
月
21
日
E
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
６
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
13
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

９
月
20
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

９
月
５
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
12
日
C

e
司
法
相
談u

９
月
19
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

９
月
４
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
11
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

９
月
25
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

市
老
連
山
鹿
支
部
作
品
展
示

即
売
会

丹
精
込
め
た
手
作
り
作
品
を
展
示
・

即
売
し
ま
す
。

日
時u

９
月
16
日
G

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

展
示
・
即
売
品u

野
菜
・
一
次
加
工
品

陶
芸
品
な
ど

…
市
老
連
事
務
局

（
山
鹿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1
43
‐
１
１
０
４

問
合
せ

催催
　　
しし

日
時u

９
月
９
日
G

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

９
・
９
（
救
急
）
の
日

「
救
命
率
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」

講
師u

元
消
防
長
　
竹
熊
宏
光
　
氏

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

９
月
９
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

９
月
24
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

と
も
び
き
塾

▲昨年の産業祭　ステージイ
ベントのワンショット
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赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

富田　琴葉
ことは

さん
（H16.11.16生れ）
山鹿（山鹿）

Qわたしから一言
I LQVE じぃじぃ
I LQVEばぁばぁ
最高の笑顔をプレゼント！

Qぼくから一言
ぼく、大きくなったらゴミ収
集車に乗るよ！

前田　颯斗
はやと

さん
（H15.７.21生れ）

来民（鹿本）

Qパパから一言
４人兄姉の末っ子でこな
されながら愛きょう振りま
いてます。

宮崎　葵
あおい

さん
（H16.７.26生れ）

長（菊鹿）

問合せVol.18
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

「運動したくてもなかなか時間がない」
「今まで三日坊主で長続きしない」

なんて方、いませんか？とかく継続させるのは難しいも
の・・・。
そこで日常でもできるエクササイズをご紹介します。

【３Ｄ物干し】洗濯物を干すのも立派なエアロ！！
単純に干すのではなくちょっとした工夫で効果倍増！
・物干し掛けに背を向け、膝を曲げ洗濯物取る。
・足を動かさず（物干しに背を向けたまま）にツイスト
しながら干す。（干す時左右交互にすればOK）
※注＝かがむ時は、腰を痛めないように胸を張ること！

【雑巾エアロ】見た目は・・・でも
雑巾がけはしんどくて、腰を痛めがちですがこれならば

楽してエクササイズにも！
・雑巾２枚の上に左右の足を乗せる。

・移動せずにその場に止まって足を前後左右に動かして
もよし、音楽にあわせてリズムにのってもよし。
・手を広げるか壁などに触れた状態で行うとバランスが
とりやすい。（慣れたら手は腰に！）
※注＝軽く膝を曲げて重心を落とすと滑りにくくなる

【グレート窓拭き】単純な窓ふきがフィットネスに
普通の窓拭きがフルスクワットに変身！
・大きな窓拭きをする時、両脚を広めに開いて立ち、足
の位置をそのままに両手で押さえた雑巾を窓ガラスの
下から上に向かってゆっくりと拭く。
※注＝ゆっくりとした動作ですると効果的！
簡単な運動で毎日続けられる・・・一石二鳥です。皆さ

んもぜひ試してみてはいかがでしょうか。
ただし、無理は禁物です。自分の体力気力にあったやり

方でしましょう。

走らなくても
大丈夫！

～プチ腹凹フィットネス～

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

日時u９月４日B 山鹿・菊鹿
日時 ９月11日B 山鹿・鹿北
日 ９月19日C 鹿本

９月25日B 山鹿・鹿央
鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年５月生）
日時u９月19日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年１月生）
日時u９月26日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年１月生）
日時と対象u
９月５日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
９月14日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（15年５月生）
日時と対象u
９月15日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
９月22日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（18年１月・18年５月生）
日時u９月12日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（15年５月・６月生）
日時u９月21日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u９月４日B／菊鹿、11日B／山鹿・鹿北
19日C／鹿本、25日B／鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター
鹿央→鹿央多目的研修センター

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u９月20日D 14：00～14：30受付、診察14：00から
場所u山鹿健康福祉センター

kポリオ（生後３～90か月児未満）
日時と場所u
９月13日D 山鹿健康福祉センター

14：00～14：30受付（診察は14：00から）
９月27日D 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

13：45～14：30受付（診察は14：00から）

育児相談

場所と日時u
q山鹿警察署
９月12日c ９：30～11：30

wJA鹿本本所
９月12日c 13：00～15：30

献血にご協力ください

海水中の細菌
「ビブリオ・バルニフィカス」の予防対策

特徴特徴
・腸炎ビブリオやコレラ菌などと同じビブリオ科に属し、
腸炎ビブリオと性状などで共通点も多いグラム陰性桿菌
です。
・主に温かい海水中（６月～１０月くらいまで）の甲殻
類（エビ、シャク）や魚介類の表面や動物性プランクト
ンなどに付着しつつ増殖し、周囲の海水中にも流出しま
す。
・２～３％の塩分濃度（汽水：川の水と海水のまじわる
ところ）でよく増殖し、汚染された魚介類の摂取や皮膚
の創傷などから人に感染します。
・特に、肝硬変やアルコール性肝障害、糖尿病の患者が
感染しやすいといわれています。
症状症状
・健康な人では、下痢や腹痛を起こすこともありますが、
重症になることはほとんどありません。しかし、免疫力
の低下している人、特に肝硬変などの重大な肝臓疾患の
ある人や鉄欠乏性貧血などで鉄剤を内服している人は注
意が必要となります。
・細菌が血液中に侵入し、数時間から１日の潜伏期の後、
壊死性筋膜炎等の皮膚病変の拡大や、発熱、寒気、血圧
の低下など敗血症様症状を起こし、生命を脅かすことが
あります。
予防法予防法
・肝硬変など、当疾患に対するリスクの高い人は、夏場
における近海産魚介類の生食を控え、充分に加熱して食
べましょう。
・魚介類を調理するときは、流水で魚の体表や調理器具
を充分に洗浄しましょう。
・調理済の食品がまな板などを介して二次汚染されない
ようにしましょう。

選択健診(複合健診）が実施されます
各総合支所にて次の日程で選択健診が実施されます。
詳しい内容につきましては、各総合支所・保健師まで
お問い合せください。
☆菊鹿健康福祉センター「ひまわり」
9月1日F ※菊鹿町は8月末から実施されています
受付時間７：30～10：30まで
☆鹿北体育センター
9月4日B・5日C・6日D

受付時間７：30～10：30まで
☆鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
9月7日E・8日F・11日B

受付時間７：30～10：30まで
☆鹿央多目的研修センター
9月12日C・13日D・14日E

受付時間７：30～10：30まで
☆山鹿健康福祉センター
9月19日C・20日D・21日E・22日F・25日B・
26日C・27日D・28日E・29日F

受付時間７：30～10：30まで

・海岸や岩場で素足で歩いて貝の殻などで怪我をし感
染したと思われる事例も過去にありますので、ハイリ
スクの人は海岸での素足歩きは禁物です。



松
下
　
圭
士

学
生
の
軽
や
か
な
り
し
更
衣

坂
本
ヒ
ト
ミ

合
歓
の
花
姿
見
の
あ
る
部
屋
に
風松

下
悠
紀
子

招
魂
祭
奉
納
俳
句
大
会

岩
岡
中
正
選

打
つ
走
る
滑
る
球
児
の
汗
み
ど
ろ小

島
　
　
稔

通
さ
れ
て
一
望
の
海
夏
座
敷

戒
田
喜
久
子

炎
天
に
玉
音
聞
き
し
夢
を
見
る

本
田
　
義
雄

鹿
本
短
歌
会
　

梅
雨
川
に
磨
ら
れ
し
岩
に
陽
の
さ
せ
ば
黒
き

真
珠
の
ご
と
く
輝
く
　
　
　
　
大
友
　
清
子

同
級
の
名
前
と
顔
が
重
な
ら
ず
記
憶
辿
り
て

案
内
状
書
く
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
洸
一

う
す
紅
の
か
ん
ざ
し
の
ご
と
合
歓
の
花
明
る

く
咲
け
り
つ
ゆ
空
低
く
　
　
　
今
村
久
美
子

【
鹿
　
央
】

鹿
央
短
歌
会

七
月
作
品

揺
れ
動
く
日
本
中
が
サ
ッ
カ
ー
で
サ
ム
ラ
イ

ブ
ル
ー
コ
ー
ト
を
駈
け
る
　
　
平
川
　
裕
子

梅
雨
晴
に
足
ど
り
軽
き
学
生
の
白
服
か
が
や

く
朝
の
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
益
田
小
夜
子

横
浜
の
息
子
夫
婦
を
迎
ふ
る
に
何
は
と
も
あ

れ
混
ぜ
飯
作
る
　
　
　
　
　
　
上
野
い
づ
子

25 2006.9.1 広報やまが 広報やまが　2006.9.1 24

◆市◇民◆文◇芸◆

【
山
　
鹿
】

山
鹿
灯
籠
祭
短
歌
大
会

清
田
由
井
子
選

天
　
水
鳥
の
浮
く
と
見
を
れ
ば
枯
れ
枝
の
流

さ
れ
来
た
る
生
き
の
ご
と
し
も
　立

山
　
〆
子

地
　
投
げ
ら
れ
て
帯
は
命
の
あ
る
ご
と
く
ピ

ッ
と
そ
ろ
へ
り
着
付
師
の
脇
　
山
口
　
信
博

人
　
向
日
葵
の
花
柄
ボ
レ
ロ
羽
織
る
嫁
ひ
か

り
は
じ
け
る
今
朝
の
リ
ビ
ン
グ

横
尾
　
ト
シ

山
鹿
短
歌
会
　
八
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

降
り
し
き
る
雨
の
き
れ
ま
を
惜
し
む
が
に
庭

木
に
蝉
の
啼
き
音
ひ
び
け
り
　
坂
本
　
て
る

炎
昼
を
風
も
熄や

み
た
り
穂
朶
み
の
と
き
か
青

田
は
静
ま
り
か
へ
る
　
　
　
　
巣
山
志
津
子

夕
ぐ
れ
は
杉
の
下
道
幽
か
に
て
十
薬
の
花
そ

こ
の
み
白
し
　
　
　
　
　
　
　
立
山
　
〆
子

山
鹿
俳
句
会

青
田
風
心
ゆ
く
ま
で
歩
き
け
り

森
川
　
幸
恵

取
り
あ
へ
ず
団
扇
の
風
が
あ
れ
ば
足
る

近
藤
　
律
子
　

風
鈴
を
吊
り
倖
呼
ば
ん
と
す

坂
田
　
昭
代

【
山
鹿
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
合

同
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

七
月
例
会

富
田
亀
水
選

か
ら
っ
と
　
虹
を
残
し
た
俄
雨

古
庄
　
敬
子

長
々
と
　
益
々
票
の
減
る
祝
辞
　
　
　
　
　
　

藤
本
　
白
扇

よ
た
よ
た
　
赤
信
号
が
歩
き
よ
る冨

田
　
土
管

い
と
こ
会
　
衣
食
分
け
合
い
生
き
た
仲

長
瀬
　
狂
介

待
ち
長
さ
　
履
歴
書
は
い
き
着
ィ
た
ろ
か

立
山
　
連
峰

坂
田
土
常
選

待
ち
長
さ
　
明
か
り
の
消
え
ん
手
術
室

富
田
　
亀
水

よ
た
よ
た
　
鏡
に
写
る
我
が
姿

田
木
　
京
花

や
か
ま
し
さ
　
今
ン
子
供
は
理
屈
言
う

城
　
　
紫
葉

長
々
と
　
焦
点
の
な
か
下
手
談
議飯

田
　
東
原

や
か
ま
し
さ
　
奥
さ
ん
に
内
諾
の
要
る

松
井
　
爆
笑

【
鹿
　
北
】

鹿
北
短
歌
会

七
月
例
会

中
満
重
明
選

夏
至
来
れ
は
淡
き
ピ
ン
ク
に
咲
き
出
で
て
岸

辺
の
王
か
合
歓
の
大
木
　
　
　
堤
　
　
久
雄

体
調
を
気
遣
ふ
電
話
か
け
会
ひ
し
友
と
逢
ひ

た
し
梅
雨
晴
れ
の
日
に
　
　
　
福
本
　
愛
子

荷
に
な
れ
ば
も
う
買
わ
な
い
と
云
ふ
妻
が
ま

た
袋
下
げ
バ
ス
に
戻
り
来
　
　
中
満
　
博
行

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

互
選

耳
の
痛
さ
　
俺
が
縁
家
て
し
ら
っ
さ
ん

伊
藤
　
　
元

止
め
た
　
儲
け
話
の
太
す
ぎ
る
　
　
　
　
　
　

古
田
千
万
歩

耳
の
痛
さ
　
我
慢
我
慢
で
飲
ん
で
ま
す
　
　
　

藤
本
　
富
男

【
菊
　
鹿
】

銀
河
俳
句
会

互
選

大
夕
立
土
の
烟
り
の
匂
ひ
立
つ

疋
田
由
利
子

漲
り
し
川
穏
や
か
に
つ
ゆ
あ
け
る村

上
　
綾
子

ま
く
な
ぎ
に
お
そ
わ
れ
瞼
腫
ら
し
け
り

木
場
　
掬
野

菊
鹿
短
歌
会

七
月
作
品

雨
に
濡
れ
今
年
も
咲
き
し
盆
花
に
こ
の
季
に

逝
き
し
友
の
影
顕
つ
　
　
　
　
中
原
　
秀
子

暮
ら
し
ゆ
く
日
日
の
節
目
に
活
け
し
花
師
の

去
り
ゆ
か
れ
花
器
さ
へ
重
し
　井

手
上
い
つ
子
　

短
か
か
る
命
と
知
り
て
か
梅
雨
明
け
を
待
ち

侘
び
し
か
に
蝉
し
ぐ
れ
降
る
　
松
岡
　
文
代

【
鹿
　
本
】

俳
句
教
室

七
月
例
会

互
選

天
上
の
匂
ひ
か
す
か
に
蓮
の
花

※7月中の届出受付分を掲載しています

◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿　釜崎節子さん(72)   池田ハルオさん(94)
大瀬フサヱさん(88) 大森博彌さん(91)
闍塚　章さん(80) 波多野チトセさん(91)

米　田　橋口康夫さん(81) 倉原悦子さん(57)
八　幡 坂本　榮さん(75) 酒井ヤチエさん(81)  

中原キクヱさん(89)
平小城 泉ツヤ子さん(87)
三　玉 中川冨春さん(87)
大　道 田口靜子さん(93) 井上孝子さん(51)

富田フサエさん(90) 中田ミツ子さん(86)
服部敬城さん(82) 竹本純一さん(81)

鹿　北
岳　間
岩　野 古家弘行さん (89) 川上スエさん (99)
広　見 最上ツルエさん (88) 中島三男さん (81)

古川儀一さん (87) 伊織　泉さん (90)
菊　鹿
内　田
六　郷 宮崎信也さん(75) 宮闢 萬さん(82)

中村フミエさん(83)                
城　北 平井　巖さん(81)

田中　榮さん(96)
鹿　本

来　民 冨田慎一さん(46) 瀬田テルさん(94)
満田ミヨ子さん(81) 内藤末女さん(88)
桑野チエ子さん(85)

稲　田 山闢逸男さん(74) 大嶋ハツミさん(83)
中　富　冨永英昭さん(58) 松村千明さん(62)
鹿　央
千　田 江藤キミヨさん(86)
米野岳 森スエヲさん(93)

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 本田幸太郎さんQ末岡あゆみさん

小川雄司さんQ闍野素子さん
米　田 坂梨孝幸さんQ大嶋淳美さん
平小城 井上恵介さんQ田邊久美子さん

大塚英輝さんQ下川淳子さん
大　道 佐藤正昭さんQ竹下栄里さん

中原政史さんQ中原千絵さん
闍木敬太さんQ宮崎智美さん

鹿　北　
岩　野 野中豊寛さんQ田内加奈美さん

山下　修さんQ竹下美紀さん
広　見　川原真一さんQ松岡日光代さん

菊　鹿
城　北 渡辺省治さんQ池田恵莉さん
鹿　本
来　民　龍闢洋史さんQ波多野舞さん

豊田祐輔さんQ河原恵美さん
中　富　富守真宏さんQ島川裕子さん
鹿　央
千　田 富田晋太郎さんQ上野美咲さん

◆うぶごえ◆
山　鹿
山　鹿 上田幸葵さん　河上未侑さん

櫻間聖景さん 田口佳和さん
堀川莉聖さん

米 田 増田心海さん
川　辺　富田純心さん
八　幡　坂田晃啓さん 松本凌樹さん

鹿子木友也さん 塚本健心さん
塚本健生さん

平小城　松永莉奈さん
三　玉 池田翔太郎さん
大　道 森 雄飛さん

田上士道さん　有働真翔さん
鹿　北
岳　間 宮城杏有さん　
岩　野 福田桜子さん

菊　鹿
内　田 栗原 陽さん
城　北　丸山真希さん
鹿　本
来　民 豊田理琴さん
稲　田　原口幸大さん
鹿　央
米野岳　黒田晄平さん
山　内 前田璃子さん　清田沙奈さん

7月

池　類生さん

菊川末継さん(86)




